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資
料
と
情
報

村
山
智
順
師
の
謎

朝

倉

敏

夫

　
村
山
智
順
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
?
　
お
そ
ら
く
朝
鮮
半
島
の
文

化
、
こ
と
に
民
間
信
仰
を
研
究
す
る
人
な
ら
、
知
ら
な
い
人
は
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
を
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
、
こ
こ
で
は

『
文

化

人
類

学
事

典

』

(弘
文

堂

)
の

「村

山
智

順

」
の
項

を

引
用

し

　

　
　
　
（
1
）

　

て
お

こ
う
。

新 潟、 妙広 寺 の庭 にて

　 (昭和31、2年 頃)

　
生
没
年
不
詳
　
宗
教
学
者
。
朝
鮮
総
督
府
官
房
文
書
課
嘱
託
と
し
て

一
九

二
四
年
か
ら
四

一
年
ま

で
総
督
府
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
調
査
事
業

に
従
事
し
た
。
当
時

そ
の
前
歴
は
警
察
署
長

で
あ

っ
た
と

い
う
風
聞
が

あ

る
だ
け

で
経
歴
は

不
明
。
こ
の
調
査

は
村
山
の
他

に
今
村
靹
、
高
橋

享
、
善
生
永
助
、
呉
晴
、
李
能
和
ら
に
嘱
託
さ

れ
た

も
の
で
、
善
生
が

お
も
に
朝
鮮

の
社
会
と
民
俗
に
関
す
る
調
査
を
行

っ
た

の
に
対
し
て
、

村

山
は
「朝
鮮
人

の
思
想
を
了
解
す
る
に
は
民
間
信
仰

か
ら
出
発
す
る

の
が
順
当

で
あ
り
自
然

で
あ
る
」
と
し
て
民
間
信
仰
の
調
査
と
研
究
に

力
を
注

い
だ
。
朝
鮮
総
督
府
調
査
資

料
四
七
輯

の
う
ち
村
山
が
ま
と
め

た

の
は

『朝
鮮

の
群
衆

』
(
一
九

二
六
年
)
を
は
じ
め

『
朝
鮮

人
の
思

想

と
性
格
』

(
一
九
二
七
年
)
、
『朝

鮮
の
類
似
宗
教
』
(
一
九

三
五
年
)
、

『
朝
鮮

の
郷
土

娯
楽

』
(
一
九

四

一
年
)
な
ど

一
〇
輯

に
の
ぼ
る
。
こ
れ

ら
は
総
督
府

の
調
査
事
業

の

一
端

で
は
あ
る
が
、
実
地
調
査
資
料

の
報

告
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
教
学
者
村
山
個
人
の
画
期
的

な
労
作

で
あ
り
、

研
究
業
績
で
あ
る
と
い
え
る
。
い
ず
れ
も
大
部

な
著
述

で
あ

り
、
一
九

二
〇
～
三
〇
年
代

の
朝
鮮

の
民
間
信
仰
全
般
に
わ
た
る
貴
重
な
調
査
研

究
報
告

で
あ
る
。
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村
山
智
順
の
名
は
、
韓
国
の
民
俗
学
研
究
者
の
間
で
も
も
ち
ろ

ん
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
著
作
の
多
く
は
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、

こ
と
に

『朝
鮮
の
風
水
』
は
、
お
り
か
ら
の
風
水
ブ
ー
ム
も
あ

っ

て
、
学
術
書
と
し
て
は
異
例
な
一
万
五
〇
〇
〇
部
以
上
の
売
れ
行

き
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
の
民
俗
学
者
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
は
、
村
山
の
研
究
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
当
時
の
日
本
人

の
研
究
す
べ
て
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
目
的
が
日

本

の
植
民
地
政
策
の
た
め
に
あ
り
、
研
究
方
法
が
官
憲
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
、
批
判

・
否
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
韓
国
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
研

究

の
重
鎮
で
あ
る
金
泰
坤
は

「日
帝
が
実
施
し
た
朝
鮮
民
間
信
仰

調
査
資
料
の
問
題
点
」
[『石
宙
善
教
授
回
甲
記
念
民
俗
学
論
叢
』

一
九
七
一
]
で
、
次
の
よ
う
に
村
山
を
評
し
て
い
る
。

　
　
民
間
信
仰
第
一
部
『朝
鮮
の
鬼
神
』が
朝
鮮
総
督
府
調
査
資
料
第
二

　
五
輯
と
し
て
一
九
二
八
年
に
出
刊
さ
れ
た
が
、
日
帝
が
こ
の
調
査
資
料

　
に
着
手
し
た
の
は
一
九

一
九
年
三
・
一
運
動
以
後
絶
え
間
無
く
続
け
て

　
起
こ
る
民
族
独
立
運
動
に
衝
撃
を
受
け
、韓
国
人
の
民
族
魂
を
完
全
に

　
根
か
ら
引
き
抜
い
て
し
ま
お
う
と
い
う
意
図
か
ら
民
間
信
仰
の
調
査
研

　
究
に
着
手
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
朝
鮮
人

の
思
想
を

了
解
す
る
の
に
民
間
信
仰
の
調
査
研
究
か
ら
出

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
村
山
智
順

の
見
解
が
的
中

し
た

の
で

あ
る
。
民
間
信
仰

の
中
に
民
族

の
精
神
が
流
れ
て
い
る

こ
と
を
知

っ
た

村
山
智
順
は
単
純
な
行
政
官
吏
や
学
者
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、多
年

間
植
民
統
治
行
政

の
経
験
を
土
台
と
し
た
そ
の
結
晶
が
、
こ
の
よ
う
な

民
間
信
仰
調
査
研
究
の
案
を
計
画
さ
せ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
該
調
査

資
料
に
依
る
と
村

山
が

「朝
鮮
総
督
府
嘱
託
」
と

い
う

こ
と

の
外
に
、

彼
に

つ
い
て
の
人
的
事
項
が

い
ま
だ
公
式
的

に
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
彼

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経

て
こ
の
地
位

に
い
る
よ
う
に
な

っ
た

の
か
、

ま
た
彼
が
ど

の
よ
う
な
秘
密
身
分
を
も

っ
て
こ
の
仕
事
を
し
て
い

っ
た

の
か
知

る
べ
き
道
が
な

い
。
当
時
民
俗
学
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
老
学

者
た
ち
か
ら
聞
い
た
言
葉
に
依
れ
ば
、
村
山
は
多
年
間
大
邱

警
察
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
(2
)

を
歴
任

し
、
朝
鮮
総
督
府

に
起
用
さ
れ
た
と

い
う
言
も
あ
る
が
、
こ
の

言
葉
を
全
的

に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
と
も
あ
れ
村
山
は
当
時
朝

鮮
事
情
に
敏
感
な
諜
者
的
官
吏

で
あ

っ
た

こ
と
は
間
違

い
な

い
。
そ
う

で
あ
り
な
が
ら
も
彼
は
ま
た
広
く
深

い
学
的
与
件
ま

で
兼
備
し
た
天
才

的
頭
脳
の
所
有
者
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
、
ま
た
彼

の
こ
う
し
た
力
量
は

充
分
に
朝
鮮

の
民
族
精
神
を
知
的
に
暗
暗
裏
に
抹
殺
さ

せ
る
先
駆
役
と

し
て
活
用
さ
れ
た
こ
と

で
あ
り
、
彼
が
裏

面
で
ど
ん
な
仕
事
を
ど
の
よ

う
に
し
た

の
か
は
誰
も
知
る

こ
と
は
出
来
な

い
。
な
ん
ら
無
辜

な
朝
鮮
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の
独
立
闘
士
が
、彼
の
知
的
計
略
に
数
知
れ
ず
犠
牲
に
な
っ
た
か
も
し

　
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
は
た
し
て
村
山
智
順
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ

っ
た
の
だ
ろ

う
か
?
　
そ
の
研
究
は
植
民
地
政
策
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
の

か
?
　
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
植
民
地
政
策
に

反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?

　
村
山
智
順
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。

私
は
村
山
の
そ
う
し
た
多
く
の
謎
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
が
、
彼

の
研
究
に
つ
い
て
の
謎
の
解
明
は
後
日
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、
こ

こ
で
は
そ
の
「経
歴
は
不
明
」
「人
的
事
項
が
い
ま
だ
公
式
的
に
知

ら
れ
て
お
ら
ず
」
と
い
う
謎
、
す
な
わ
ち
村
山
智
順
そ
の
人
の
生

い
立
ち
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
の
み
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
村
山
智
順
は
、
明
治
二
四

(
一
八
九

一
)
年
五
月
七
日
、
新
潟

県
刈
羽
郡
北
条
で
生
ま
れ
た
。
九
番
目
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、

一
〇
才
に
な
ら
な
い
う
ち
に
母
が
亡
く
な
り
、
日
蓮
宗
法
布
山
妙

広
寺
に
入
り
、
そ
こ
で
育
つ
。
こ
の
妙
広
寺
の
住
職
が
村
山
智
全

で
あ
る
。
智
全
に
つ
い
て
は
、
「慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
六
月
二

五
日
北
魚
沼
郡
小
千
谷
町
丸
山
忠
蔵
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明

治
九
年
旧
広
田
妙
広
寺
二
入
世
住
職
純
那
院
日
章
の
許
で
得
度
、

一
二

(
一
八
七
九
)
年

一
月
二
〇
日
大
広
田
、
村
山
重
工
門
の
養

子
と
な
る
。
宗
門
の
学
林
で
学
を
極
め
、
更
に
普
通
学
、
語
学
等

に
研
鑽
を
進
め
て
帰
山
、
二
八
年
三
〇
世
妙
広
寺
住
職
と
な

っ
た
。

智
全
は
、
学
徳
共
に
勝
れ
、
村
民
の
尊
敬
の
的

で
あ

っ
た
が
、
昭

和

一
八
年
二
月
二
〇
日
七
七
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
」
[『北
条
町

史
』　

一
九
七

=

と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て

「村
山
智
全
は
、
明
治
二
八
年
二
月

郷
党
有
志
と
、
同
寺
山
内
に
創
立
を
企
画
し
、
多
く
の
寄
付
金
を

得
て
四
恩
報
学
舎
と
い
う
私
立
学
舎
を
建
て
る
。
四
恩
と
は
、

一

に
国
王
の
恩
、
二
に
父
母
の
恩
、
三
に
師
の
恩
、
四
に

一
切
同
胞

の
恩
を
い
い
、
こ
の
四
恩
報
謝
の
道
を
学
ぶ
こ
と
を
本
旨
と
し
て
、

四
恩
報
学
舎
と
命
名
し
、
同
年
三
月
設
立
の
趣
意
書
並
び
に
四
ニ

カ
条
か
ら
成
る
学
舎
の
規
則
を
制
定
、
生
徒
を
収
容
授
業
を
開
始

し
た
。
寄
付
金
募
集
に
当
た

っ
て
は
、
住
職

の
二
〇
円
、
村
山
七

左

工
門

一
二
円
、
小
黒
喜
重
郎
の
一
〇
円
な
ど
を
筆
頭
に
、
五
銭
、

二
銭
等
の
少
額
に
至
る
ま
で
、
多
数
の
賛
同
が
あ
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
村
山
智
順
は
、
こ
の
四
恩
報
学
舎
で
薫
陶
を
う
け
る
こ
と
に
な

る
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
優
秀
で
あ
っ
た
智
順
は
、
小
学
校
に
は
行
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か
ず
、
東
京
の
中
学
の
二
年
に
編
入
、

一
度
故
郷
に
戻
り
小
千
谷

中
学
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
一
高
、
東
大

へ
と
進
学
す
る
。

　
東
京
帝
国
大
学
の
学
籍
簿
に
は
、
文
学
部
哲
学
科
社
会
学
専
修

に
大
正
五
(
一
九

一
六
)
年
に
入
学
、
大
正
八
年
七
月
卒
業
と
あ

っ

た
。
ま
た
、
大
正
七
年
九
月
か
ら
大
正
八
年
七
月
ま
で
の
社
会
学

の
講
義
要
綱
に
は
、
「建
部
教
授
の
社
会
学
原
論
、
国
体

・
国
是
と

現
時
の
思
想
問
題
、
純
正
社
会
学
及
び
教
政
学
演
習
、
小
林
講
師

の
社
会
学
史

(
コ
ム
ト
よ
り
現
代
諸
家
に
至
る
)
」
と
あ

っ
た
。
さ

ら
に
村
山
の
卒
業
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は

『
日
本
国
民
性
の
発
達
』

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
[『東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
沿
革

七
五
年
概
観
』　

一
九
五
四
]、
あ
い
に
く
論
文
は
東
京
大
学
に
は

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
村
山
智
順
は
、
卒
業
と
と
も
に
朝
鮮
総
督
府
嘱
託
と
し
て
朝
鮮

に
渡
る
。
朝
鮮
に
渡

っ
た
経
緯
は
定
か
で
な
い
が
、
外
遊
し
た
い

と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た
時
に
、
朝
鮮
に
い
た
先
輩
に
呼
ば
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
正
八
年
七
月
に
村
山
と
同
時
に
同

じ
社
会
学
専
修
を
卒
業
し
た
赤
神
良
譲
は
、
同
年
九
月
か
ら
社
会

学
研
究
室
の
助
手
と
な
る
。
ま
た
、
大
正

一
五
年
に
京
城
帝
国
大

学
に
助
教
授
と
し
て
赴
任
す
る
秋
葉
隆
は
、
大
正

一
〇
年
三
月
に

卒
業
し
て
い
る
。

　
朝
鮮
総
督
府
に
お
け
る
彼
の
研
究
業
績
は
、
次
の
表
の
よ
う
で

あ
る
。

東京帝国大学学生時代

表
　
村
山
智
順
業
績

一
覧

大
正

一
二
(
一
九

二
三
)
年

　
「朝
鮮

社
会

制
度
史

」
『朝
鮮
史
講
座
』

不
明

(大

正

一
二

・
三
年
?
)
「風
水
に
就

い
て
」

『朝
鮮
史
講
座
』

大
正

=
二
(
一
九
二
四
)
年
　
『朝
鮮

の
独
立
思
想
及
運
動
』
〔調
査
資
料

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
〕

大

正

一
四
(
一
九

二
五
)年
　

『内
鮮
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
人
の
声
』
〔12
〕

大
正

一
五
(
一
九

二
六
)
年

『
朝
鮮

の
群
衆

』
〔
16
〕
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　 京城 の 自宅 で妻 、長 男、長 女 と(大 正15年3月3日)

左 か ら、お手伝 い さんに抱 かれ た長 女、妻 、長 男 と本 人。

昭
和

　
二
(
一
九
二
七
)
年

『朝
鮮

の
服
装
』

昭
和
　

二
(
一
九
二
七
)
年

　
『
朝
鮮
人

の
思
想
と
性
格
』

〔20
〕

昭
和

　
四

(
一
九
二
九
)
年

　
『朝
鮮

の
鬼
神
』

〔25
〕

昭
和
　
六

(
一
九
三

一
)
年
　
『
朝
鮮

の
風
水
』

〔31
〕

昭
和

七

(
一
九
三

二
)
年

『朝
鮮

の
巫
蜆
』

〔36
〕

昭
和
　
八

(
一
九
三
三
)
年
　

『朝
鮮

の
占
ト
と
予
言
』

〔37
〕

昭
和
　
八

(
一
九

三
三
)
年
　

「民
間
信
仰
と
犯
罪
対
策
」
『
朝
鮮
総
覧
』

昭
和

一
〇

(
一
九
三
五
)
年

『朝
鮮

の
類
似
宗
教
』

〔42
〕

昭
和

=

一
(
一
九
三
七
)
年

『部
落
祭
』

〔44
)

昭
和

=
二
(
一
九
三
八
)
年

『釈
葵
、
祈
雨
、
安
宅
』

〔45
〕

昭
和

一
六

(
一
九
四

一
)
年

『朝
鮮

の
郷
土
娯
楽
』

(呉
晴
)

〔
47
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3
)

未
刊

(昭
和
六
年
以
降
著
述
)　

『朝
鮮
市
場

の
研
究
』

　
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
当
初
は
大
学
で
専
攻
し
た
社
会
学
と

結
び

つ
く
社
会
思
想
に
関
心
を
い
だ
い
て
調
査
を
行

っ
て
い
る
が
、

昭
和
二

(
一
九
二
六
)
年
の

『
朝
鮮
の
服
装
』
以
後
、
民
俗
学

へ

と
関
心
を
移
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
村
山
の
著
作

『
朝
鮮
の
鬼
神
』
の

「緒
言
」
に
は
、
「朝
鮮
人
の

思
想
を
了
解
す
る
に
は
民
間
信
仰
か
ら
出
発
す
る
の
が
順
当
で
あ
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り
自
然
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
村
山
に
と
っ
て
は
朝
鮮
人

の
思
想
を
調
べ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

一
貫
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
民
俗
学
、
こ
と
に
民
間
信
仰
に
目
を
向

け

て
い
っ
た
の
か
は
、

一
つ
の
謎
で
あ
る
。
あ
る
い
は
幼
少
期
に

寺

で
育

っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
朝
鮮
で
の
生
活
は
、
静
岡
県
出
身
で

一
回
り
歳
下
の
妻
と
と
も

に
京
城
の
黄
金
町
六
丁
目
に
暮
ら
し
、
大
正

=
二
年
に
長
男
、
大

正

一
五
年
に
長
女
を
も
う
け
て
い
る
。
黄
金
町
で
の
生
活
は
、
も
っ

ぱ
ら
自
宅
と
総
督
府
の
往
復
で
あ

っ
た
が
、
セ
ブ
ラ
ン
ス

(現
、

延
世
大
学
)
専
門
学
校
な
ど
で
講
義
も
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ふ
つ

う

の
公
務
員
に
な
る
と
転
勤
が
多
い
の
で
、
嘱
託
の
仕
事
を
選
ん

だ
と
い
う
。
人
に
つ
か
わ
れ
る
こ
と
は
好
ま
な
か

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
仕
事
で
出
張
に
出
た
後
は
い
つ
も
、
家
の

一
部
屋
を
暗
室
に

し
て
撮

っ
て
き
た
写
真
の
現
像
を
し
た
り
、
写
生
を
し
て
き
た
も

の
だ
ろ
う
、
本
の
中
に
使
う
挿
し
絵
の
よ
う
な
も
の
が
机
の
上
に

置
か
れ
て
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
と
長
女
は
語
る
。
そ
う
し

た
忙
し
い
仕
事
の
中
で
も
、
休
み
を
利
用
し
て
は
、
長
男
を
連
れ

て
よ
く
登
山
や
旅
行
に
行

っ
た
り
も
し
た
と
い
う
。
長
男
は
京
城

中
学
、
長
女
は
京
城
第

一
高
女
に
通
っ
た
。
京
城
帝
国
大
学
の
秋

葉
隆
の
娘
が
、
長
男
と
同
じ
歳
で
あ
り
、
長
女
の
京
城
第

一
高
女

の
二
年
先
輩
で
も
あ
り
、
秋
葉
隆
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い

が
あ

っ
た
と
い
う
。
後
年
、
博
士
学
位
の
こ
と
で
話
が
出
た
と
き

「秋
葉
さ
ん
が
も
う
同
じ
様
な
こ
と
を
さ
れ
た
か
ら

」
と
妻
に
話
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
昭
和

一
六

(
一
九
四

一
)
年
三
月
、
村
山
智
順
は
日
本
に
帰
国

す
る
。
日
本
に
戻
っ
て
は
、
高
円
寺
に
借
家
住
ま
い
を
し
な
が
ら

朝
鮮
奨
学
会
に
勤
務
し
、

}
七
年
に
世
田
谷
に
移
り
住
む
。
朝
鮮

奨
学
会
は
、
も
と
も
と
明
治
四
四

(
一
九

=

)
年
六
月
朝
鮮
総

督
府
が
留
学
生
規
程
を
定
め
、
東
京
に
留
学
生
監
督
を
お
い
て
取

締
に
あ
た
っ
た
も
の
が
、
昭
和

一
六
年
に
朝
鮮
奨
学
会
に
改
組
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
の
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

村
山
が
、
そ
の
つ
て
で
い
わ
ば
総
督
府
の
支
所

の
よ
う
な
朝
鮮
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

学
会
に
職
を
得
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

　
昭
和

一
八

(
一
九
四
三
)
年
に
師
で
あ
る
村
山
智
全
が
亡
く
な

る
。
生
前
か
ら
智
全
や
檀
家
に
請
わ
れ
て
い
た
村
山
智
順
は
身
延

山
に
行
き
修
行
を
し
、
三

一
世
妙
広
寺
住
職
と
し
て
昭
和
二
〇
年

に
故
郷
北
条
に
移
り
住
む
。
智
順
は
人
に
対
し
て
常
に
お
だ
や
か

に
接
し
、
檀
家
と
の
つ
な
が
り
も
決
し
て
悪
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
身
体
を
患

っ
て
雪
の
深
い
北
条
か
ら
故
郷
に
帰
り

た
い
と
い
う
妻
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
昭
和
三
三

(
一
九
五
八
)
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年
に
東
京
に
出
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
村
山
智
順
は
僧
籍
に
入
り
学
界
か
ら
は
身
を
引
い
た
形
に
な
っ

た
が
、
生
涯
続
け
て
読
書
に
勤
し
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
東
京
に
転

居
し
た
昭
和
三
三
年

一
〇
、月
か
ら
つ
け
始
め
た
雑
記
帖
に
は
、
宗

教
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
学
、
民
俗
学
に
関
す
る
書
物
の
読

書

ノ
ー
ト
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
頁
に
は

「昭
和
三
四
年
六

月
二
八
日
久
保
田
某
氏
を
訪
問
し
て
就
職
の
件
に
つ
き
話
す
。
予

の
朝
鮮
に
於
い
て
著
述
し
た
も
の
の
名
称
を
報
告
せ
ら
れ
た
し
と

の
す
す
め
に
依
り
辞
去
し
て
帰
り
、
翌
二
九
日
著
書
を
揃
え
て
調

べ
、
『朝
鮮
の
鬼
神
』以
下
七
部
の
書
名
を
連
ね
書
状
と
と
も
に
発

送
し
た
。
書
名
は
『朝
鮮
の
風
水
』
『朝
鮮
の
巫
観
』
『朝
鮮
の
占
ト

と
予
言
』
『朝
鮮
の
類
似
宗
教
』
『部
落
祭
』
『釈
彙
、祈
雨
、安
宅
』

『朝
鮮
の
娯
楽
』
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
数
合
わ
せ
て
五
三
七

一
ペ
ー
ジ

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
大
学
の
民
俗
学
関
係
の
講

座

へ
の
就
職
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
し

そ
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
村
山
智
順
自
身
に
よ
り
そ
の

学
問
が
集
大
成
さ
れ
、
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ

っ
て
そ
れ
に
つ
い
て

の
き
ち
ん
と
し
た
評
価
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
ご
息
女
に
よ
れ
ば
、家
族
想
い
の
や
さ
し
く
て
寡
黙
な
父
で
あ
っ

た
と
い
う
。
た
ま
に
朝
鮮
時
代
の
友
人
が
話
に
来
て
も
、
自
ら
が

話
す
よ
り
も
ほ
と
ん
ど
聞
き
役
で
あ

っ
た
。
昭
和
四
三
年
九
月

一

七
日
、七
七
歳
で
村
山
智
順
師
は
永
眠
す
る
。
「歓
喜
院
日
完
上
人
」

と
し
て
、
そ
の
遺
骨
は
故
郷
の
妙
広
寺
と
、
妻

の
故
郷
の
近
く
富

士
霊
園
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。

注(
1
)　

『
朝
鮮
人
物
事
典
』

(
一
九

九
五
、
大
和
書
房
)
に
も
村
山
智

　
　

　
順

の
項
目
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
生
年
憶
記
さ
れ

て
い
る
が
、
没

　
　

　
年
は
不
明
と
な

っ
て
い
る
。

(
2
)　

『朝
鮮
風
俗
集
』な

ど
著
述

し
た
今
村
靹
が
警
察
部
長
を
歴
任

　
　

　
し

て
お
り
、
そ
れ
と
錯
覚

し
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)　

村
山
智
順
師
の
ご
息
女

の
お
宅

で
『
朝
鮮
市
場
の
研
究

』
と

い

　
　

　
う
未
刊

の
著
書
を
拝
見
し
た
。
こ
の
本
を
読
ん
で
、
『
内
鮮
問

　
　

　
題

に
対
す

る
朝
鮮
人

の
声

』も
村
山
智
順
の
著
作

で
あ
る
こ
と

　
　

　
が
わ
か

っ
た
。

(
4
)

姜
徳
相

の
著
書

の
中
に
、
村
山
智
順

の
名
が

「東
京
直
行
組
は

　
　

　
奨
学
会
村

山
智
順
主
事
ら
と
連
れ
立
ち
、
総
督
府
東
京
事
務
所

　
　

　
に
」

[『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣

』　

一
九
九
七

"
二
三
五
]
と
記
載

　
　

　
さ
れ

て
い
る
。
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を
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仁
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れ
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史
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岡
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収
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。
記
し
て
感
謝
す
る
。
な
お
、
本
文

中

で
は
敬
称
を
省
略
し
た
。

(第

一
研
究
部
)

111


